
 

                                          
１日目：2月 4 日（水） 

時 間 内     容 場 所 

9:30- 

9:40 

挨  拶 

○川崎市長 福田 紀彦 

川崎生命科

学・環境研

究センター

(ＬｉＳＥ)

大会議室 

9:40- 

9:50 
写真撮影    〃 

9:50- 

10:10 

基調講演：                       

○ＵＮＥＰ ＤＴＩＥ エネルギー部長 マーク・ラドカ 
   〃 

10:10- 

12:00 

 

Session１：企業による環境への取組について 

『企業による国際的な環境配慮の取組について情報共有を図る』 

コーディネータ：川崎市国際環境施策参与 末吉 竹二郎  

○東芝エレベータ（株）技術本部 グローバル技術企画部長 高石 茂 
「東芝エレベータにおける環境負荷低減への取組み」 
○日本アイ・ビー・エム株式会社  スマーター・シティ事業部長 岡村 久和 

「日本ＩＢＭ 低炭素社会への取り組み」 

○富士通株式会社 テクニカルコンピューティングソリューション事業本部マネージャー

中村 精一 「持続的成長に向けた富士通の環境ソリューション」 
○三菱ふそうトラック・バス株式会社 企業渉外・環境部 技術渉外（環境）担当部長 

 加藤 哲朗 「環境にやさしい商用車について」 

○公益財団法人 地球環境センター（ＧＥＣ） 国際協力課長 平田 泰史 

「関西からアジアへ 環境・省エネ技術 Ｂ２Ｂ協力推進の取り組み ～ 関西・アジア  環

境・省エネビジネス交流推進フォーム（Ｔeam E-Kansai）の活動について」 

〃 

12:00-

13:00 
昼 食    〃 

13:00-

14:30 

Session２：低炭素都市づくりへの取組について 

『多様なステークホルダーによる低炭素都市づくりに向けた取組を議論する』     

コーディネータ：ＵＮＥＰ ＩＥＴＣ 企画官 ムシタク・アハマド・メモン 

○マレーシア・ペナン州 環境・厚生福祉担当大臣 フィー・ブーン・ポー 

「Efforts Toward Building Low Carbon Cities」 

○東アジア・アセアン経済研究センター（ＥＲＩＡ）研究部門 エネルギー ユニット 

上席エネルギーエコノミスト ベンカタチャラム・アンブモリ 

「The path to Low-Carbon Green Growth: Hard Choices That Mega Cities Must Make」 

○経済産業省 地球環境連室 課長補佐 蓮沼 佳和 

「Recent Development of The Joint Crediting Mechanism (JCM)」 

○公益財団法人 地球環境戦略研究機関(ＩＧＥＳ) 持続可能な社会のための政策統合領域 

研究員  スダルマント ブディ ヌゴロホ 

「Multistakeholder involvement in scaling-up low carbon technology development in 

developing cities」 

   〃 

14:30-

14:50 
休 憩    〃 

14:50- 

16:20 

Session３：大気環境負荷の低減に向けた取組について 

『ＰＭ２．５を始めとした大気汚染物質の低減に向けた取組について議論を展開する』 

コーディネータ：ＮＰＯ法人環境文明２１ 共同代表 加藤 三郎 

○中国・瀋陽市 環境保護局処長 孫 暁梅 
「瀋陽市空気環境改善計画―青空工程」 
○インドネシア・バンドン市 環境管理委員会 環境改善課長 アユ・スケンジャ 
「バンドン市の環境管理の取組」 
○一般財団法人日本環境衛生センター 環境科学部 環境調査課長 高橋 克行 
「PM2.5 モニタリングによる大気質改善の取り組み」 
○富士電機株式会社 技術開発本部 武田 直希 
「エアロゾル複合分析計のフィールド評価」 

〃 



 

 

 

2 日目：2 月 5 日（木） 

時 間 内      容 場 所 

10:45- 

12:25 

 

Session４：持続可能な環境産業・都市の構築に向けた国際連携研究イニシアチブ 

『アジアの低炭素化に向けた環境産業や環境都市の構築を国際連携により促進する、政

策、技術や科学について議論する』 

コーディネータ：国立環境研究所 社会環境システム研究センター長 藤田 壮 

○環境省 大臣官房 廃棄物・リサイクル対策部 企画課 リサイクル推進室・循環型社会

推進室 室長補佐 谷貝 雄三 
○国立環境研究所 社会環境システム研究センター長 藤田 壮 
「環境都市の革新に向けたモニタリング・モデリングの推進」 
○韓国・蔚山大学 教授 Hung-Suck Park 

「研究・事業開発による低炭素化の推進」 
○NTT データ経営研究所 社会・環境戦略コンサルティングユニット シニアマネージ

ャー／一般社団法人資源循環ネットワーク 代表理事 林 孝昌 
「川崎市における低炭素油化リサイクル技術の開発」 
○上海交通大学教授 耿 涌  
「中国における炭素強度の抑制要因」 
○インドネシア環境・森林省 副大臣補佐官 ヌア アディ ワルドヨ 
「インドネシア政府による低炭素社会に向けた環境政策」 
○富士通株式会社 環境本部 グリーンビジネスイノベーション統括部 グリーンソリ

ューション推進部 花房 研二  
「富士通の環境経営の取り組み」 
 

川崎市 

とどろき 

アリーナ 

研修室１ 

12:25- 

12:30 

挨 拶 

○環境局長 小林 哲喜 
  〃 

14:40- 

15:10 

講 演：「エコタウン・循環型社会の新たなステージへ」 

○環境省 大臣官房 廃棄物・リサイクル対策部 企画課 リサイクル推進室・循環型社会

推進室 室長補佐 谷貝 雄三 

川崎市 

とどろきア

リーナ 

メインステ

ージ 

 


